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平成平成平成平成30303030年２月期年２月期年２月期年２月期通期通期通期通期連結業績予想数値と決算数値との差異に関するお知らせ連結業績予想数値と決算数値との差異に関するお知らせ連結業績予想数値と決算数値との差異に関するお知らせ連結業績予想数値と決算数値との差異に関するお知らせ    

 

平成29年４月13日に公表いたしました平成30年２月期通期連結業績予想数値と本日公表の決算数値との差異

について、お知らせいたします。 

記 

    

１１１１．．．．平成平成平成平成30303030年年年年２２２２月期月期月期月期通期連結通期連結通期連結通期連結業績予想数値業績予想数値業績予想数値業績予想数値とととと決算数値との差決算数値との差決算数値との差決算数値との差異異異異（平成（平成（平成（平成22229999年年年年３３３３月月月月１１１１日～平成日～平成日～平成日～平成30303030年年年年２２２２月月月月28282828日日日日））））    

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益  
親会社株主に 

帰 属 す る 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 20,390 460 710 450 23.22 

決算数値  （Ｂ） 20,707 635 963 457 24.41 

増減額 （Ｂ－Ａ） 317 175 253 7  

増減率   （％） 1.6 38.2 35.7 1.6  

(ご参考)前期実績 

(平成29年２月期) 
20,388 105 307 297 15.36 

    

    

２２２２．理由．理由．理由．理由    

売上高につきましては概ね前回公表の予想数値となりましたが、生産性向上を目的として国内工場での生

産品目の調整を行い製造原価を低減したことにより、営業利益、経常利益は予想数値を上回りました。一方、

平成 29 年 8 月に発生した中国子会社大連富士工具有限公司における冠水被害については、保険金の充当によ

り損益への影響は些少でしたが、国内営業所の建替えにともなう減損損失の計上やアメリカの減税政策によ

る税効果会計の影響により利益を押し下げることとなり、親会社株主に帰属する当期純利益は概ね前回公表

の予想数値となりました。 

 

 
※ 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

以  上 


